カルル・ユリウス・ベロッホ(完) by 高田 春彦 & タカタ ハルヒコ
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（完
）
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
が
主
學
読
を
変
見
し
て
、
前
に
ヘ
カ
ト
ー
ム
（
午
百
頭
の
犠
牲
）
を
燥
げ
て
以
来
、
あ
る
新
し
‐フ、
員
型
が
佼
見
さ
れ
る
と
．
紬
て
の
牛
が
絶
て
の
人
に
之
を
知
せ
る
編
に
唸
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
際
も
賃
に
彼
等
は
之
ぞ
や
つ
た
。紹
て
の
方
面
か
ら
し
て
反
抗
が
昴
ま
つ
た
。
資
際
何
人
ｒ，澪
鞍
を
試
み
と
せ
す
，
こ
の
苦
務
隷
殺
せ
ん
と
し
た
が
、
之
は
何
等
の
劾
共
が
な
か
つ
た
。
既
に
十
年
後
に
ゼ
ー
ク
は
私
の
結
果
が
一‐陥
に
宗
法
た
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
」
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
加
へ
て
、
こ
の
不
洋
を
除
か
ん
が
角
に
。
私
を
攻
撃
し
た
（
コ
ン
ラ
ツ
ド
年
鑑
第
三
窟
環
十
三
城
第
一
六
二
ス
に
て
）
や
ヽ
後
れ
て
】
ニ
ン
セ
ン
も
そ
の
イ
タ
リ
ヤ
地
型
撃
（
第
二
容
第
九
九
頁
に
て
）
に
於
て
乏
を
試
み
た
。
私
は
彼
等
が
鼎
服
の
興
味
を
失
ふ
卿
き
方
法
で
之
に
答
へ
た
。
イ
上
記
の
コ
ン
ラ
ツ
ド
年
鑑
第
三
二
一
頁
及
び
ク
リ
オ
第
二
各
第
四
七
一
夏
に
て
》
私
は
四
十
年
後
の
今
１
は
　
営
無
比
芋
を
全
然
書
き
挟
へ
ね
ば
な
ら
す
、
私
が
レ
ー
ミ
ツ
ン
ｏ
ム
ゼ
ラ
ム
第
五
十
四
容
第
四
一
四
夏
に
載
せ
た
ガ
リ
ヤ
の
人
口
論
及
び
ギ
リ
シ
ヤ
災
第
二
窓
の
二
の
第
二
章
、
第
二
六
頁
に
書
い
た
ア
ツ
チ
カ
の
開
す
る
論
文
と
比
較
し
て
、
夏
に
非
常
に
確
資
に
叙
述
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
私
Ｌ
根
本
に
於
て
は
，
営
時
到
達
し
た
結
果
を
委
然
正
営
な
る
も
の
と
し
て
支
持
す
る
の
で
あ
り
、
只
そ
の
個
々
の
話
を
改
善
す
れ
ば
よ
い
と
思
ぶ
て
め
る
。
欝
難
鉛
舞
許
勢
一
〓
羊
一声一許
一
勢
説
■
勢
■
〓
業
間
に
私
の
経
歴
は
停
持
し
て
衆
た
。
営
時
イ
タ
リ
ヤ
に
行
は
れ
た
大
母
令
に
よ
れ
ば
、
ナ
パ
リ
を
除
き
、
主
大
か
に
れ
ら
す
。
他
の
大
學
は
花
教
授
十
人
以
上
を
置
く
可
あ
ざ
る
規
定
で
あ
つ
て
、
コ
ー
マ
で
は
常
然
こ
の
数
が
充
さ
れ
て
居
つ
た
）
只
非
常
に
優
秀
な
學
者
の
ム
は
、
こ
の
数
に
詢
ら
す
任
命
さ
れ
る
を
得
た
が
、
こ
れ
が
規
定
は
首
然
非
常
に
困
離
で
あ
つ
た
。
其
後
之
が
愛
つ
て
末
た
。
紀
元
一
八
八
六
年
カ
タ
ニ
ヤ
に
哲
撃
の
大
撃
が
設
け
ら
れ
て
、
古
代
史
の
教
授
席
が
競
争
に
附
さ
れ
た
の
Ｇ
、
私
は
之
“・仲
間
入
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
営
時
確
蟹
に
勝
利
を
得
る
が
如
き
多
少
有
名
な
候
補
者
は
な
か
つ
た
が
、
然
し
そ
の
委
員
の
中
に
は
チ
ユ
ニ
ス
生
れ
の
ユ
ダ
ャ
人
で
ベ
ル
リ
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
通
信
教
授
に
任
命
さ
れ
て
居
つ
た
ヤ
コ
ブ
ｏ
ル
ム
ダ
ロ
ガ
と
い
ふ
の
が
有
つ
た
。
こ
の
人
の
唯
一
の
大
作
は
ラ
ギ
ー
ト
朝
治
下
の
エ
デ
プ
ト
の
財
政
と
い
ふ
若
で
、
勿
論
パ
リ
で
浦
賞
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
　
一
般
に
か
ヽ
る
賞
興
論
文
は
非
常
に
不
凡
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
じ
の
も
い
が
重
用
さ
れ
た
の
は
、
体
十
ろ
甚
だ
不
Ｒ
議
で
あ
る
。
こ
の
若
が
私
を
落
第
さ
せ
康
と
考
へ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
こ
ヽ
こ
統
明
せ
す
に
置
く
こ
と
ヽ
す
る
。
恰
も
こ
の
時
に
現
れ
た
私
の
「
人
口
論
」
が
キ
ー
ベ
ル
ト
及
び
フ
オ
ル
ピ
ー
ゲ
ル
に
よ
つ
て
剰
窃
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
他
の
委
員
等
は
之
を
見
て
之
で
十
分
で
あ
る
と
認
め
て
、
私
に
其
位
置
を
取
へ
た
。
■
然
私
は
彼
鹿
で
埋
浸
す
る
の
は
不
愉
快
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
の
位
置
を
訴
絶
し
た
が
、
其
後
二
三
年
後
に
私
は
，
―
マ
で
正
教
授
と
な
つ
た
。
私
は
私
の
昇
級
が
停
滞
し
た
時
に
私
の
教
授
力
を
軽
耐
し
た
。
三
千
五
百
フ
ラ
ン
の
祭
に
何
の
無
駄
骨
折
わ
す
る
の
か
。
私
は
重
に
常
に
多
く
の
他
の
人
よ
り
は
多
く
の
こ
と
を
や
つ
て
ゐ
た
と
信
す
る
。
逐
に
私
は
フ
ラ
ス
カ
チ
に
行
き
ロ
ー
マ
及
一び
全
カ
ム
パ
ニ
ヤ
脅
腋
下
し
、
ス
ラ
を
ブ
千
及
び
こ
二
の
森
よ
り
海
を
眺
め
る
古
い
官
麟
に
居
を
卜
め
た
。
然
し
私
は
こ
の
時
の
こ
と
を
考
へ
る
と
、
今
で
も
気
持
が
悪
く
な
る
。
彼
虎
で
私
は
愛
す
パ
き
友
、
詩
人
サ
ハ
ル
ド
ｏ
フ
オ
ツ
ス
を
得
、
ま
た
，
―
マ
に
於
け
る
よ
り
も
科
學
的
研
究
の
ｒ
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時
を
得
た
が
、
こ
の
際
牛
ば
撃
生
と
の
接
価
を
失
つ
て
し
ま
つ
た
。
か
く
て
私
は
途
に
ロ
ー
マ
に
掃
つ
た
が
、
主
後
正
教
授
と
な
つ
た
０
一、
今
私
の
歌
師
と
し
て
の
成
功
初
つ
た
詳
で
あ
る
。
私
は
幸
に
も
多
数
の
佐
秀
な
撃
生
を
従
見
す
る
移
一体
た
。
ラ
イ
ン
セ
ン
ガ
ｏ
コ
ン
ス
タ
ン
チ
は
勿
論
班
に
老
撃
生
の
一
人
で
あ
つ
た
が
、
今
は
ど
デ
の
市
代
史
の
教
授
を
し
て
居
り
、ゲ
ー
タ
ノ
ュ
すも
ダ
レ
ス
キ
ア
は
今
ア
ツ
キ
デ
ン
ド
リ
ヤ
の
ギ
リ
ン
ヤ
サ
ー
マ
博
物
鶴
の
針
長
を
し
て
居
り
，
ル
イ
ガ
ｏ
パ
レ
チ
は
今
フ
ロ
レ
ン
ツ
の
吉
代
災
の
教
授
で
あ
り
，
デ
オ
ル
ダ
オ
ｏ
パ
ス
カ
リ
は
今
同
じ
く
フ
ロ
レ
ン
ツ
の
古
典
言
語
単
の
教
授
で
あ
る
。
研
に
撃
校
雄
雁
の
推
に
あ
り
、
或
は
其
近
く
に
あ
る
コ
ム
パ
レ
ッ
チ
、
ウ
イ
テ
リ
及
び
パ
イ
ス
の
如
き
人
力
を
捺
け
ば
、
此
等
の
人
は
今
回
イ
タ
リ
ヤ
が
有
す
る
古
代
學
の
大
家
で
あ
る
。
徒
等
は
総
て
私
と
買
資
の
友
人
と
し
て
つ
Ｆ
い
て
ゐ
る
。
貨
に
考
古
単
者
の
ペ
ル
ニ
ー
ル
、
バ
リ
ベ
ニ
及
び
其
他
無
数
の
人
々
は
、
ま
だ
大
寧
に
入
ら
す
、
或
は
大
贈
物
僚
の
領
長
た
る
に
至
ら
な
い
。
イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
多
少
有
名
な
市
に
は
私
の
撃
生
の
居
ら
な
い
所
は
な
い
。
大
多
数
の
中
に
は
自
然
私
に
こ
｛資
を
保
つ
て
く
れ
な
い
人
も
あ
る
。
か
く
て
ト
リ
ー
ス
ト
生
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
サ
ロ
モ
ネ
ｏ
モ
ル
プ
ル
ゴ
は
私
の
最
も
古
い
寧
生
】私
の
講
師
た
り
し
時
の
撃
生
の
一
人
で
あ
つ
た
が
、
私
が
紀
元
一
九
〓
九
年
夏
、
印
ち
不
和
締
結
後
フ
コ
レ
ン
ツ
に
行
っ
た
時
に
、
彼
は
そ
の
管
理
し
て
る
る
園
立
同
幸
鶴
に
彼
の
古
い
教
師
の
入
る
こ
と
を
禁
じ
て
更
に
恥
と
し
な
か
つ
た
。
私
は
戦
争
の
間
コ
ー
ヤ
に
於
け
る
終
て
の
固
書
螢
に
公
然
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
組
て
の
ド
イ
ツ
人
が
圃
書
鶴
訪
問
を
禁
す
る
訓
令
を
歳
格
に
賛
行
し
た
詳
で
ぁ
る
。
私
ド
営
時
々
一
八
九
一
年
》
私
の
単
生
が
■
研
究
論
文
を
公
に
す
る
に
使
に
し
、
且
つ
之
を
於
い
範
圏
に
知
ら
Ｌ，
む
る
角
に
、
古
代
災
研
究
（
ス
ツ
デ
ｏデ
ｏ
ス
ト
リ
ア
ｏ
ア
ン
チ
カ
ｙ
ゼ
創
め
、
共
後
曇
九
〇
〇
年
）
更
に
古
代
地
理
聾
の
教
授
を
喝
託
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
目
的
に
役
立
ち
、
同
時
に
イ
ク
リ
ヤ
の
歴
災
地
理
摩
の
礎
石
た
ろ
が
常
に
，
雁
央
地
理
學
研
究
〔
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け
た
。
彊
堤
彊
癌
彊
彊
目
私
が
高
い
地
理
書
を
讀
ん
だ
時
代
は
私
の
教
授
力
の
高
鞘
で
あ
つ
た
。
進
歩
し
た
寧
生
の
仲
間
が
あ
つ
て
、
こ
の
際
紹
て
の
科
學
的
の
事
異
を
提
出
し
た
。
候
令
彼
牛
候
試
け
の
仲
間
で
は
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
．
切
り
に
私
を
訪
問
し
て
臭
れ
た
。
自
然
、
私
は
イ
タ
リ
ヤ
の
細
て
の
部
分
で
自
分
が
観
禁
し
て
知
っ
て
ゐ
た
も
の
を
、
最
も
多
く
諏
書
し
た
。
組
て
が
災
料
か
ら
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
非
常
に
時
を
要
し
た
。
勿
論
私
の
依
頼
し
得
る
如
き
教
科
書
は
な
か
つ
た
。
貸
際
ニ
ツ
セ
ン
の
イ
タ
リ
ャ
地
理
撃
は
主
要
問
題
，
卸
ち
地
誌
を
放
棄
し
て
居
つ
た
。
廿
時
私
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
練
督
を
合
め
て
毎
迦
七
時
間
宛
設
苦
し
た
が
、
私
の
伸
問
の
ハ
ル
ダ
ヘ
ル
が
ク
レ
タ
の
孜
掘
に
出
か
け
た
毎
に
（
ギ
リ
シ
ヤ
誌
天
撃
の
代
理
を
し
た
時
な
ど
は
更
に
十
時
間
に
及
ん
だ
。
）
こ
の
外
に
も
此
頃
は
職
務
上
の
義
務
で
非
常
に
に
し
か
つ
た
。
私
は
毎
年
卒
業
試
験
の
委
員
と
し
て
地
方
に
出
か
け
。
ま
た
二
年
間
サ
ル
ダ
ニ
ヤ
の
高
等
學
校
祀
撃
の
上
で
あ
つ
た
。
私
は
賃
際
之
を
お
む
こ
と
も
出
爽
た
の
で
あ
る
が
、
之
が
術
に
今
迄
閉
ぢ
ら
れ
て
ゐ
た
幾
多
の
円
戸
が
開
か
れ
て
、
私
は
常
に
望
か
な
、
科
撃
的
の
雄
物
を
簡
ら
す
を
得
た
。
私
は
な
に
常
に
古
代
イ
タ
リ
ヤ
を
書
き
た
い
も
の
と
希
望
し
て
る
た
が
ぃ
戦
争
が
組
て
を
終
ら
し
め
，
今
で
は
時
を
失
し
た
。
か
ょ
る
私
の
歴
史
地
理
的
作
業
は
感
謝
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
恐
く
之
も
宣
し
か
ら
う
。
私
が
私
の
「
人
口
論
」
を
終
つ
た
時
に
、
私
に
長
く
私
の
心
に
動
い
て
居
つ
た
問
題
に
進
み
得
る
と
信
じ
た
。
吾
人
は
こ
の
時
に
至
る
ま
で
，
ド
イ
ツ
に
は
只
ク
ル
チ
ウ
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
災
が
あ
つ
た
だ
け
で
、
之
が
数
版
わ
重
ね
た
が
、
吾
人
の
時
代
が
か
ょ
る
作
物
に
期
待
し
て
ゐ
る
要
求
に
は
甚
だ
ふ
さ
は
し
く
な
か
つ
た
。
こ
の
時
現
れ
た
二
つ
の
作
物
の
中
で
ダ
ノ
ル
ト
の
圧
災
は
ま
つ
く
排
刻
さ
れ
た
材
料
集
に
外
な
ら
す
、
ホ
ル
ム
の
そ
れ
は
全
然
償
値
の
少
な
い
も
の
で
，
老
ス
セ
ミ
ル
が
私
に
言
ふ
た
如
く
に
確
か
に
「
拙
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で
あ
ギ一
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，
私
は
長
い
門
そ
の
史
料
に
親
ん
で
居
り
、
ま
た
孜
受
で
そ
の
紹
て
の
範
囲
を
取
抜
つ
た
。
而
し
て
ぺ
，
ク
ｙ
ス
か
ら
ァ
レ
キ
ザ
ン
ダ
ー
に
至
る
時
代
は
私
の
「
ア
ツ
チ
カ
政
策
」
の
設
備
作
業
で
あ
つ
た
。
二
つ
の
苦
ほ
ギ
リ
シ
ャ
央
が
ロ
ー
マ
災
と
縫
合
す
る
期
ま
で
に
至
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
，ぼ
私
は
二
三
年
で
完
了
し
律
る
と
信
じ
た
。
私
が
そ
れ
に
ら
す
る
も
の
か
ら
、
か
ヽ
ろ
歴
史
を
書
く
と
い
ふ
豫
感
を
あ
つ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
其
時
は
あ
つ
た
と
思
ふ
。
私
は
一
度
な
ら
す
原
稿
を
ス
ト
ー
ダ
に
投
じ
て
維
ふ
と
い
ふ
考
に
な
つ
だ
が
、
之
は
間
違
な
く
正
告
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
一賢
に
面
末
ギ
リ
シ
ャ
災
は
援
幸
の
力
を
州
ひ
た
も
の
で
あ
り
，
ま
た
恐
ら
く
私
が
永
久
に
筆
を
据
れ
な
く
な
る
ま
で
之
を
用
し
つ
ゞ
け
る
に
相
逮
な
い
。
私
は
（
迄
全
然
故
乗
す
る
を
ゆ
る
さ
れ
な
い
、
然
も
多
分
は
最
早
之
イ
完
了
せ
し
む
る
を
得
な
い
他
の
仕
事
の
応
に
時
を
取
つ
ィ
、居
つ
た
。
然
し
草
業
の
中
に
敦
粒
を
世
す
る
こ
と
は
決
し
て
私
の
す
べ
き
こ
と
で
な
か
つ
ｒ
。
私
が
一
度
立
早
先
進
す
る
を
欲
せ
す
し
て
数
ヶ
月
仕
事
務
中
止
し
た
時
に
、
ギ
リ
ン
ヤ
に
行
つ
た
が
、
私
は
彼
鹿
で
新
し
い
刺
或
と
新
し
て
男
気
と
を
得
た
。
私
は
英
時
、
共
後
全
部
で
六
回
徒
地
に
行
た
。
こ
れ
ら
の
旅
行
で
、
多
島
海
の
周
回
の
殆
ん
ど
組
て
の
範
囲
を
処
つ
た
。
之
は
私
の
生
活
中
あ
最
美
し
い
記
憶
で
あ
る
。
私
に
は
ア
ク
ロ
メ
リ
ス
の
あ
の
夕
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
、
パ
ル
ノ
ン
の
性
が
疫
し
て
行
く
太
陽
の
光
で
胡
ホ
たヽ
光
景
ほ
今
迄
几
た
こ
と
が
な
い
景
色
で
い
り
、
恰
も
大
陽
が
私
に
告
別
の
張
拶
を
し
て
居
る
も
の
、
如
く
に
思
は
れ
た
。
之
は
紀
元
一
九
〇
九
年
の
七
月
こ
あ
つ
た
。
私
は
今
一
度
彼
鹿
に
立
て
見
た
い
気
持
が
す
る
。
か
く
て
第
一
各
の
原
稿
を
造
り
得
る
ま
で
に
は
，
】年
か
ヽ
つ
た
。
私
は
も
つ
と
留
め
て
置
け
ば
ょ
か
つ
た
と
思
つ
た
が
、
之
ぞ
其
以
上
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
第
二
各
の
仕
事
を
更
に
迅
述
。
　
　
　
　
に
す
ヽ
め
、
之
ャガ
三
年
で
移
つ
た
、
之
で
只
ア
ッ
キ
ザ
ン
ダ
ー
時
代
ま
で
に
至
つ
た
。
か
く
て
第
二
各
に
取
か
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
つ
数
静
一計
十禁
一十ュ
十
■
〓
‥！
一■
ま
一十…！…！
一！，■
■
一■
・一
一〓
！
〓
■
一‥―…！
一
争
卦
工
寿
計
一
打
〓一
許
十
一
許
一羊
■
一十
〓
争
一子
許
・子
！一」一■
許
■
卦
一一
卦
禁
証
雛
＝件
―
‐―‐
‐
牌
性
肝
冊
仲
附
＝
＝
肝
附
掛
け肝
モ
中
↓】
吾
塩
鵡
■宅
ボ
壌
母
長
堪
運
梶
↓一「
堤
一卓
負
項
≡
れ
卓
堤
鳴
嗅
〓
卓
咽
環
堤
増
嗅
翌
＝
仙
畔
■
峠
耐
附
＝
附
肝
―十‐
‐‐
‐
‐
附
冊
附
十＝
時
Ｗ
た
が
．　
一
と
先
づ
之
で
十
分
で
あ
つ
た
。
結
局
私
は
ま
た
或
他
の
も
の
を
企
て
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
私
は
一
時
古
代
に
飽
き
た
の
で
あヽ
る
。
こ
の
書
は
苔
人
が
學
夜
で
教
へ
込
ま
れ
て
ゐ
る
様
な
月
並
な
ギ
リ
ン
ヤ
犯
の
型
を
破
駿
し
た
。
前
災
か
ら
し
て
紀
念
物
、
或
は
叙
争
一詩
の
証
抜
に
よ
り
、
或
は
推
論
に
よ
つ
て
護
明
す
る
を
得
ざ
る
如
き
絶
て
の
も
の
を
故
棄
し
た
。
ペ
ル
シ
ャ
戦
前
時
代
の
歴
史
を
単
一
な
る
も
の
に
組
合
し
た
が
、
之
は
賃
に
浙
く
第
二
版
に
於
て
完
成
さ
れ
た
。
組
元
ば
五
世
紀
に
つ
い
て
は
非
常
な
仕
挙
は
し
て
居
ら
な
い
が
．
紀
元
前
四
世
紀
の
歴
堤
は
全
然
新
し
く
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
ヶ
ｌ
ロ
ニ
ヤ
戦
が
ギ
リ
シ
ャ
の
維
末
に
非
す
し
て
、
其
高
路
と
な
つ
た
。
今
迄
取
扱
ほ
れ
な
か
つ
た
祥
一措
災
に
そ
の
適
首
な
位
地
を
興
へ
ら
れ
、
精
抑
生
活
の
歴
史
に
於
て
は
文
事
及
び
料
撃
と
並
ん
で
和
勢
が
前
共
に
立
つ
た
。
科
撃
は
ギ
ッ
シ
ャ
人
の
売
し
た
も
の
ヽ
中
で
最
高
の
ら
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
私
は
ペ
リ
ク
レ
ス
、
ノ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
た
び
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
に
対
す
る
制
定
に
よ
つ
て
、
登
多
彼
等
に
対
す
る
非
常
に
抑
聖
な
感
構
を
そ
こ
ね
た
と
思
ふ
。
こ
の
降
記
述
は
出
来
る
だ
け
術
略
に
し
た
か
ら
、
全
各
に
不
用
な
詞
は
一
切
な
い
告
で
あ
ろ
。
常
然
ま
た
人
口
論
の
場
合
よ
い
も
一
居
聾
高
く
牛
は
唸
り
出
し
た
。
ベ
ネ
デ
ク
ツ
ス
ｏ
ニ
ー
セ
は
こ
の
書
に
つ
い
て
も
何
等
美
紬
ぞ
認
め
す
、
ま
た
候
令
ば
私
の
仲
間
で
あ
る
ナ
ポ
リ
の
ネ
ル
ム
の
如
ら
小
さ
い
吹
大
の
群
が
し
き
り
に
醍
ぎ
立
て
た
が
、
私
は
こ
ん
な
こ
と
に
は
馴
れ
て
終
つ
た
。
然
し
ぁ
の
第
一
各
な
ど
は
、
ま
だ
不
完
全
で
あ
つ
た
に
拘
ら
す
、
既
に
昔
時
最
良
な
る
人
の
中
に
私
に
対
す
る
賃
美
の
群
が
な
い
で
も
な
か
つ
た
。
こ
の
若
は
東
れ
、
ま
た
設
ま
れ
た
。
面
し
て
雨
末
ク
ル
チ
ラ
ス
は
再
び
出
版
さ
れ
な
い
。
然
し
私
は
特
に
人
口
災
を
忘
ら
れ
な
か
つ
た
。
私
′
お
代
の
み
に
限
ら
ず
し
て
ぃ
中
古
た
び
文
婆
伎
典
を
も
研
究
ゼ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
，
以
前
か
ら
明
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
両
し
て
た
が
研
究
は
古
代
犯
正
営
に
理
解
す
る
角
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。
然
し
五
十
七
カ
ル
ル
・
ユ
リ
ゥ
ス
・
ベ
コ
ッ
ホ
（
高
田
木
彦
）
カ
ル
ル
圭
ノ
ウ
ス
・
ベ
ロ
ッ
ホ
（高
田
奉
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
八
こ
れ
が
材
料
は
先
づ
古
文
書
文
庫
か
ら
た
見
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
之
が
毎
に
私
は
紅
元
一
八
八
四
年
ナ
ポ
リ
に
行
き
、
こ
の
位
事
に
取
か
ヽ
つ
た
が
、
こ
の
仕
事
は
私
の
艶
ふ
限
り
、
今
日
ま
で
植
波
し
て
居
り
、
牛
は
こ
の
目
的
の
角
に
企
酸
洲
を
旅
行
し
、
私
の
足
は
イ
ス
パ
ニ
ヤ
よ
リ
ス
カ
ン
デ
ナ
ビ
ヤ
に
及
ん
だ
。
費
際
、
此
等
の
範
囲
に
於
て
其
目
的
を
達
す
る
に
は
全
く
深
い
探
索
を
要
す
る
。
候
令
ば
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
開
す
る
詳
籍
の
如
き
，佃
々
の
市
の
特
妹
諭
天
は
か
ヽ
る
佃
々
の
市
に
つ
い
て
す
ら
全
く
役
に
立
た
な
い
。
，英
結
果
は
他
の
多
数
の
結
果
セ
比
政
し
て
試
験
さ
れ
な
い
限
り
は
常
に
候
定
に
維
ら
も
の
で
あ
る
。
苦
時
ド
イ
ツ
に
行
は
れ
た
如
き
方
一法
も
確
賀
在
材
料
に
乏
し
い
中
古
に
入
る
と
全
く
間
違
つ
て
ゐ
る
。
吾
人
は
卒
ろ
文
藝
復
興
を
以
て
初
め
、
そ
こ
か
ら
中
古
に
朋
る
べ
・き
で
あ
る
。
こ
と
に
一
般
に
中
古
的
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
あ
る
数
字
、
恨
令
ば
有
名
な
紀
元
一
四
四
九
年
の
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
数
字
の
郷
き
は
長
賃
に
文
摯
復
興
に
局
し
、
中
古
が
紀
元
一
五
〇
〇
年
に
終
り
。
文
藝
復
興
が
分
裂
す
る
と
い
ふ
吾
人
の
世
界
災
的
時
期
正
分
は
全
然
逝
で
あ
る
。
持
然
最
も
多
数
の
材
料
が
チ
見
さ
れ
る
告
で
あ
り
、
而
し
て
何
人
も
ま
た
丸
集
し
て
る
な
い
イ
タ
リ
ヤ
に
於
て
最
豊
富
夜
収
礎
が
あ
り
、
こ
ヽ
で
は
私
は
手
を
延
し
さ
へ
す
れ
ば
十
分
で
あ
つ
た
。
既
に
四
年
の
後
に
は
、
・
文
々
一処
の
十
六
世
紀
の
船
人
口
を
精
密
に
定
む
る
得
る
に
至
つ
た
が
、
之
ほ
殆
ん
ど
政
府
の
数
字
を
土
重
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
只
モ
デ
ナ
侯
囲
は
こ
の
時
代
か
ら
全
然
報
告
が
出
で
木
な
い
の
で
、
近
地
の
人
口
密
度
及
び
十
八
世
紀
の
人
口
密
度
歩
上
墓
と
し
て
、
計
算
に
よ
つ
て
指
示
し
た
。
其
後
二
十
年
後
に
モ
デ
ナ
及
び
ッ
ツ
デ
オ
の
古
文
書
文
庫
に
働
く
機
含
を
得
た
時
に
，
官
購
の
数
字
を
鹿
理
す
る
こ
と
が
出
木
た
の
で
あ
る
が
．
之
に
よ
る
と
私
の
計
算
が
殆
ん
ど
精
密
に
適
中
し
て
居
つ
た
。
私
は
か
ふ
る
こ
と
に
な
つ
て
何
物
も
理
一昨
し
な
い
で
、
之
を
語
ら
ん
た
す
る
言
語
弾
者
が
、
こ
の
方
法
が
古
代
に
と
つ
て
正
営
で
な
い
と
い
ふ
て
典
議
脅
中
立
て
ヽ
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
逃
べ
て
置
く
。
私
は
営
時
の
イ
タ
リ
ャ
統
計
局
長
官
ル
イ
ガ
ｏ
パ
チ
ォ
の
希
望
で
、
首
時
紀
元
十
六
十
十
八
世
紀
の
イ
ク
リ
ャ
人
口
典
上
最
重
要
な
一諒
在
≡な
十
■
一≡
…―！ｉ
■
■
■
，
ｉ
ｌ
ｌ
！
■
―
―
■
■
■
！・―
一
一！■
！■
十
■
≡
≡
十一
，■
■
十
一
十
十
■
……
…！
十
■
，
一
！■
■
！！一■
・十
■
■
一■
ｉ！ュ
ー
↑，一
許
許
銃
酸
！
…ｉ…
″Ｅ
培
「
鳩
招
一
致
学
で
営
時
穐
の
集
め
得
た
限
り
を
醐
際
統
討
雑
誌
（
ブ
レ
ン
チ
ン
監
子
リ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
α
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ュ
ア
じ
ス
タ
チ
ス
チ
ー
ク
》
（
甲
喜
，
，
鶴
ヽ
Ｐ
岸
■
し
に
排
列
し
た
。
そ
の
時
代
の
イ
ク
リ
ャ
の
圧
災
は
賃
際
多
数
に
書
か
れ
て
ゐ
る
が
，
何
人
も
か
ミ
る
根
本
的
に
重
要
な
事
梅
を
考
へ
て
ほ
ら
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
ブ
ル
ツ
ク
ハ
ル
ト
も
か
の
非
常
に
賞
讃
さ
れ
た
イ
タ
リ
ャ
文
掌
復
興
文
化
災
に
於
て
全
く
こ
の
鞘
を
注
意
せ
す
に
て
通
り
過
ぎ
て
ゐ
る
。
私
は
次
の
年
に
は
今
迄
よ
り
も
更
に
多
く
を
寛
集
す
べ
き
告
で
あ
つ
た
が
、
私
は
只
休
暇
だ
け
を
お
文
書
文
圧
の
旅
行
に
用
ひ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
休
暇
は
イ
タ
リ
ャ
で
は
非
常
に
短
い
し
。
ま
た
常
に
休
じ
を
も
ら
う
こ
と
も
出
末
す
、
そ
れ
で
ギ
リ
ン
ヤ
に
旋
行
わ
し
た
。
夏
の
休
暇
は
ま
た
少
く
と
も
大
部
分
は
都
巷
に
株
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
大
一低
チ
コ
ー
ル
に
行
つ
た
。
私
は
決
し
て
登
的
狂
で
は
な
い
が
、
氷
界
の
荘
厳
な
美
胡
は
私
に
取
り
反
抗
し
得
ざ
る
誘
惑
で
あ
り
、
か
く
て
承
は
こ
の
地
の
総
て
の
最
高
の
出
に
壁
つ
た
も
の
で
、
オ
ル
ト
ッ
ル
及
び
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ス
ピ
ツ
ツ
エ
よ
リ
ク
ロ
ッ
ク
ネ
ブレ
ま
で
を
征
服
し
た
。
賀
に
若
い
時
代
に
は
生
命
は
決
し
て
終
る
も
の
で
な
い
と
信
じ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
今
一
時
ギ
リ
シ
ヤ
史
を
終
つ
た
時
に
、
人
口
災
を
も
つ
と
深
く
研
究
せ
ん
と
考
へ
た
。
私
に
は
ベ
ネ
チ
ヤ
共
和
囲
に
開
す
る
材
料
は
殆
ん
ど
完
全
に
集
つ
て
居
つ
た
。
私
は
営
時
そ
の
重
要
な
も
の
を
ば
、
コ
ｒ
フ
ツ
ト
年
鑑
（
第
三
各
第
十
八
披
、
紀
元
一
八
九
九
年
）
に
公
に
し
た
。
私
は
こ
の
頃
．
ユ
リ
ウ
ス
ｏ
ゥ
ォ
ル
フ
の
泄
含
単
雑
誌
（
第
二
批
及
び
三
拡
、
紀
元
一
八
九
九
年
）
に
活
代
よ
り
紀
元
十
七
世
紀
末
に
至
る
欧
，‐１
人
口
愛
の
協
湖
を
載
せ
た
。
之
は
こ
の
札
の
最
初
の
試
み
で
、
其
後
イ
ナ
マ
が
囲
家
撃
の
教
科
書
に
只
断
片
を
掲
け
て
あ
る
。
然
し
こ
の
試
は
こ
の
雑
誌
が
餘
り
多
く
出
て
居
ら
な
い
角
に
注
意
を
引
く
に
至
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
イ
タ
リ
ャ
詳
は
、
紀
元
一
九
〇
八
年
に
シ
ー
ナ
の
江
済
文
庫
（
ピ
プ
リ
ォ
テ
ｌ
ヵ
ｏ
デ
ル
ｏ
エ
コ
ノ
ミ
ス
タ
）
に
出
て
あ
る
。
外
部
の
事
情
は
今
私
五
一
九
カ
ル
ル
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ベ
ロ
ッ
ホ
（
高
回
恭
彦
）
■
―‐――
――‐
■
―ｌｉｌ…
＝
＝
‐――‐＝
■
十１‐‐‐叫一■
■
一■
一■
叫
仲
―‐―‐―晰畔
＝
＝
■
・■
一！一＝■
一「
カ
ル
ル
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ベ
ロ
ツ
本
　
舎
同
円
本
彦
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
〇
を
ば
先
づ
人
ュ
堤
務
後
に
し
て
再
び
ギ
リ
シ
ャ
に
時
せ
し
む
る
に
至
つ
た
。
か
く
て
私
は
私
が
希
望
し
た
よ
け
も
早
く
ギ
リ
ン
ヤ
央
の
第
三
各
「
ギ
リ
ン
ヤ
の
世
界
統
治
」
を
書
い
た
。
配
に
こ
の
傾
目
は
計
葦
で
あ
つ
て
、
工
午
位
で
完
了
す
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、　
然
ろ
に
こ
の
時
代
の
辰
史
は
非
常
に
多
く
の
問
題
が
あ
つ
て
、
そ
の
簡
軍
な
注
意
だ
け
で
す
て
よ
置
く
こ
と
が
出
茶
す
、
ま
た
其
訂
逝
の
行
に
は
一
各
、
或
は
牛
各
を
増
加
す
る
研
究
が
必
要
と
な
つ
た
）
こ
の
時
期
に
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
ま
た
私
の
少
し
前
の
ュ
ー
セ
（
一
八
九
二
十
一
八
九
九
）
が
取
扱
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
え
一が
、
何
れ
も
単
に
政
治
雁
愛
の
み
で
な
い
、
私
の
は
そ
の
外
に
こ
の
時
ま
で
何
人
も
試
み
て
居
ら
な
い
椅
耐
災
及
び
経
済
災
を
十
分
に
考
へ
た
。
而
し
て
政
治
災
に
汽
牛
ば
全
然
新
し
い
面
目
を
興
へ
た
リ
ド
コ
イ
ゼ
ン
は
任
識
の
秩
陥
を
充
す
が
れ
に
、
彼
の
盗
犯
を
違
う
し
て
居
り
、
こ
の
路
で
は
古
代
史
の
他
の
も
の
よ
り
偉
大
で
あ
る
が
同
時
に
ま
た
偉
託
を
１
，
波
爽
し
て
す
る
が
。
　
ニ
ー
セ
は
概
し
て
年
代
記
以
上
の
も
の
を
興
へ
て
居
ら
な
い
。
私
は
之
に
反
し
て
先
き
の
二
各
に
於
け
る
如
く
、
い
読
と
矛
府
せ
ざ
る
記
述
を
興
へ
た
。
第
上
部
は
こ
と
に
こ
の
時
代
完
全
な
年
代
表
と
政
治
地
理
を
含
む
が
、
私
は
此
等
の
ん
の
を
根
底
が
ら
架
き
上
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
だ
ほ
五
年
の
往
に
、
こ
の
書
を
公
に
す
る
を
得
た
が
（
一
九
〇
四
年
Ｙ
し
の
度
は
完
全
な
成
功
で
あ
つ
た
。
靴
制
は
除
外
例
な
く
一
致
し
て
店
り
、
吹
大
も
推
早
歌
て
現
れ
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
。
今
私
は
人
口
災
に
復
昴
オ
天
き
自
由
を
得
た
と
信
じ
た
ッ
然
し
人
間
は
考
へ
、
チ
ー
ヘ
の
加
は
一学
く
。
私
が
か
あ
書
を
完
成
す
る
と
間
も
な
く
，
ブ
ル
ツ
ク
ｏ
ハ
ル
ツ
ン
グ
か
ら
し
て
、
彼
の
世
界
定
の
局
に
ギ
リ
シ
ヤ
災
を
支
持
つ
様
に
と
い
ふ
汁
一文
が
末
た
。
私
は
是
非
評
退
を
し
た
が
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
好
意
を
拒
む
こ
と
を
欲
し
な
か
つ
た
。
且
つ
か
氏
る
週
俗
的
な
世
界
史
は
私
の
科
撃
的
作
物
に
比
す
れ
ば
非
常
に
多
数
の
表
右
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
徒
て
康
い
範
脚
に
影
響
す
べ
き
最
長
の
機
舎
を
行
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
ま
た
私
は
第
一
巷
の
出
版
以
来
ク
レ
タ
が
併
呑
さ
れ
た
の
で
ギ
リ
シ
ャ
の
前
災
が
非
常
に
変
化
し
て
衆
た
か
ら
、
か
の
各
に
間
違
つ
て
る
た
多
く
の
期
を
更
に
正
し
く
記
述
す
る
を
得
る
の
で
あ
つ
た
。
か
く
Ｔ
之
を
永
諾
し
た
が
十
ケ
月
の
作
業
を
要
し
た
。
而
し
て
私
が
之
を
維
り
、　
一
息
つ
か
う
と
考
へ
た
時
に
、
ス
ト
ラ
一人
ダ
ル
ク
の
私
の
出
版
人
か
ら
詳
披
が
爽
て
、
ギ
リ
ン
ヤ
災
の
第
一
各
が
費
切
れ
た
か
ら
、
再
版
を
心
配
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
か
く
て
私
は
ま
た
束
縛
さ
れ
た
、
然
か
も
他
の
各
も
漸
次
に
費
切
れ
る
に
和
違
な
か
つ
た
か
ら
、
何
時
点
そ
束
縛
さ
れ
る
の
か
制
ら
な
い
っ
而
し
て
新
版
は
少
く
と
も
第
一
各
だ
け
は
金
然
改
定
を
要
し
た
。
か
ぐ
て
こ
の
各
は
二
各
に
分
た
れ
ね
一ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
分
量
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
其
後
そ
れ
ム
ヽ
柿
充
の
容
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
第
二
各
の
場
合
と
同
じ
で
あ
つ
た
。
か
く
て
今
迄
の
第
一
各
が
四
各
、
或
は
卒
ろ
四
つ
の
「
牛
を
」
か
ら
な
つ
た
。
ク
レ
タ
の
地
ム
今
一
度
訪
間
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
つ
た
。
之
は
変
掘
報
告
で
は
明
白
な
委
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
か
く
て
仕
時
私
の
昔
の
事
生
な
る
ベ
ル
ニ
ー
ル
の
指
導
の
下
に
フ
エ
ス
ト
ス
を
後
掘
し
て
ゐ
た
イ
タ
リ
ヤ
考
活
撃
合
の
委
員
に
加
ら
ん
と
し
た
が
、
大
臣
が
認
可
を
典
へ
て
く
れ
な
い
の
で
、
私
は
夏
の
非
常
な
炎
熱
の
際
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
が
≡
ク
レ
タ
は
ア
テ
ネ
に
比
す
れ
ば
大
分
氣
業
で
あ
つ
た
。
私
が
十
分
研
究
を
必
要
と
し
た
ヘ
ラ
ク
レ
ー
オ
ン
の
博
物
飲
に
於
て
す
ら
長
く
止
る
こ
と
が
出
来
す
、
ヘ
エ
ス
ト
ス
で
は
熱
Ｑ
篤
に
深
い
天
幕
の
中
に
限
り
、
毎
日
二
巨
孜
掘
一ヽ出
が
け
た
。
私
は
こ
の
稜
含
に
ヘ
エ
ス
ト
ス
の
直
ぐ
後
に
立
つ
て
ゐ
心
イ
ダ
山
に
登
つ
た
。
イ
ギ
リ
ス
考
古
撃
告
の
タ
ノ
八
ス
に
於
け
る
委
員
は
私
を
非
常
に
柳
迎
し
て
く
れ
た
の
で
、
こ
の
旅
行
は
私
の
愉
快
な
通
懐
と
な
つ
て
め
る
。
耐
し
て
今
蓬
に
ド
イ
ツ
〃
ら
の
招
陛
が
末
た
。
私
は
ロ
ー
マ
で
幸
高
に
感
じ
、
市
足
と
仕
事
を
し
て
店
り
、
ま
た
ピ
ン
チ
オ
及
び
ポ
ル
グ
ツ
セ
の
す
ぐ
近
く
に
美
し
い
別
荘
を
有
つ
て
ゐ
る
が
，
然
が
も
征
前
か
ら
母
囲
に
活
動
す
る
こ
と
が
私
の
希
望
で
あ
つ
た
。
私
は
方
ル
ル
。
ユ
リ
ウ
ス
・
ベ
ロ
ツ
ホ
　
谷
高
田
木
彦
）
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ル
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リ
ウ
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ベ
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一と
〓
一
現
に
三
回
中
込
を
受
け
た
）
一
つ
は
紀
元
一
八
八
五
年
に
ラ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
の
員
外
教
授
と
し
て
ゞ
は
あ
つ
た
が
、
ゼ
ｉ
ナ
ー
ル
を
保
有
す
べ
き
告
で
．
勿
論
非
常
に
前
足
な
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
一
つ
は
紀
元
一
八
八
九
年
に
ブ
ッ
ス
ラ
ク
の
正
教
一食
と
し
て
ゞ
あ
つ
た
。
然
し
二
回
と
も
に
不
成
功
に
進
つ
た
。
之
は
督
時
ラ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
に
は
ク
ル
ト
ｏ
フ
ツ
ク
ス
ム
ー
ト
が
招
贈
さ
れ
、
こ
の
人
が
言
許
掌
と
古
代
災
務
一代
表
す
る
こ
と
に
な
つ
た
角
で
あ
る
か
、
彼
に
は
全
然
古
代
央
の
智
識
が
な
か
つ
た
。
ま
た
ノ
レ
ス
ラ
ウ
で
は
モ
ム
ゼ
ン
が
反
封
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぎ
れ
ば
私
は
必
然
行
つ
た
に
相
逢
な
い
ぅ
此
等
の
大
撃
は
少
く
と
も
人
物
を
得
ん
と
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
正
し
く
立
派
な
言
語
學
若
で
は
あ
る
が
、
如
何
に
し
て
も
歴
災
家
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
人
々
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
賃
際
何
虎
に
で
も
住
む
こ
と
は
出
木
る
の
で
あ
る
し
ゴ
よ
た
度
力
誰
か
馬
か
は
嘘
的
に
乗
り
敬
へ
る
も
の
が
あ
る
か
と
考
へ
て
居
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
ド
イ
ツ
撃
生
が
預
み
得
べ
き
角
に
、
ノ
ル
デ
ン
の
要
求
に
よ
つ
て
彼
及
び
グ
ル
ツ
タ
の
出
版
し
た
「
古
代
學
楷
梅
」
に
ァ
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
以
来
の
ギ
リ
シ
ヤ
史
と
ロ
ー
マ
共
和
囲
の
歴
災
と
を
書
い
た
。
最
後
に
私
が
略
六
十
抜
に
な
つ
た
時
、
　
ラ
イ
プ
チ
ツ
し
に
於
て
彼
等
は
私
が
ま
た
生
き
て
晴
る
だ
ら
う
こ
と
を
思
越
し
た
の
で
あ
る
。
私
よ
り
は
年
ろ
シ
ホ
リ
ウ
ス
を
招
く
が
い
工
と
い
ふ
老
リ
プ
シ
ウ
ス
の
如
き
三
二
の
言
語
撃
者
が
あ
り
．
彼
の
篤
に
特
別
投
票
が
行
は
れ
た
が
、
然
し
之
は
班
に
十
分
遅
か
つ
た
。
私
は
銃
に
ド
イ
ン
に
数
す
る
考
を
棄
て
ヽ
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
首
然
之
を
担
む
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
。
私
は
紀
元
一
九
一
二
年
の
■
―
ス
タ
ー
ロ
に
私
の
職
に
就
任
す
べ
き
も
の
と
思
て
ゐ
た
が
、
二
月
初
に
任
命
群
令
を
得
た
の
で
，
如
何
に
急
い
で
も
ロ
ー
マ
か
ら
立
つ
こ
と
が
出
末
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
新
く
秋
に
な
つ
て
ラ
イ
プ
チ
ツ
と
に
行
つ
た
。
私
は
私
の
就
任
演
説
と
し
て
人
口
史
の
問
題
『
歴
災
的
被
展
の
要
素
及
び
ズ
度
と
し
て
の
人
口
数
六
災
家
雑
誌
―
ヒ
ス
ト
リ
ツ
シ
エ
・
ツ
ア
イ
ト
シ
リ
フ
ト
第
二
編
第
十
五
各
第
二
二
十
頁
）
ル
撰
ん
だ
り
私
は
こ
主
に
非
常
に
庚
い
活
動
範
飼
を
得
た
が
、
私
の
仲
間
は
非
常
に
私
に
れ
切
で
あ
つ
た
。
殊
に
二
人
の
有
名
な
教
授
ノ
ン
ト
と
ラ
ム
ブ
レ
Ｌ
卜
と
親
し
く
な
つ
た
が
，
今
悲
し
い
こ
と
に
は
二
人
共
に
歿
ｔ
た
。
私
の
前
任
若
な
る
ウ
イ
ル
ケ
ン
か
ど
こ
ナ
・―
ル
を
よ
く
整
理
し
て
く
れ
た
。
私
は
之
が
低
下
し
な
い
様
に
し
て
行
く
こ
と
を
希
望
し
て
ら
る
の
で
あ
る
。
私
は
私
の
助
手
エ
ル
テ
ル
（今
は
グ
ラ
ツ
の
教
授
）
に
よ
つ
て
立
派
な
共
力
者
を
得
た
。
其
外
に
な
が
貿
際
愛
．史
を
希
望
し
た
多
く
の
６
の
が
あ
つ
た
。
が
く
て
教
授
仲
間
が
兼
尾
服
を
若
し
て
晩
餐
を
共
に
す
る
如
き
は
そ
の
一
で
あ
る
ッ
私
は
賃
に
デ
ヤ
ケ
ツ
を
着
て
大
臣
の
庭
へ
行
く
と
い
ふ
民
主
的
な
土
地
か
ら
此
鹿
に
末
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
＝
然
な
に
は
ロ
ー
マ
の
大
腸
、
藝
術
の
賛
．
カ
ム
バ
ャキ
ヤ
が
な
い
の
で
あ
る
。
悲
し
い
か
な
、
全
く
生
れ
な
が
ら
の
南
地
人
で
あ
り
，
ま
た
常
に
南
方
に
生
活
し
て
来
た
私
の
妾
は
気
候
に
耐
え
ら
れ
す
冬
中
病
気
勝
で
あ
つ
た
。
而
し
て
私
は
長
い
間
に
は
彼
女
の
健
康
を
葬
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
気
候
の
影
響
を
永
久
に
彼
女
よ
り
分
２
責
任
快
取
り
得
な
い
。
か
く
て
私
は
非
常
に
重
い
心
を
以
て
夏
休
暇
の
終
に
私
の
教
授
職
が
公
式
に
保
留
さ
れ
て
ゐ
た
ロ
ー
マ
に
帰
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
私
は
貿
際
近
き
肝
末
に
何
か
衆
る
べ
き
か
を
豫
児
す
る
ケ
得
た
が
，
然
し
そ
れ
に
も
拘
ら
す
私
は
不
氣
で
居
つ
た
。
ま
た
一
年
も
過
ぎ
な
い
間
に
戦
争
が
初
つ
た
。
面
倒
な
形
式
を
ぞ
略
ｔ″て
、
私
に
イ
タ
リ
ヤ
市
民
艇
を
興
ふ
る
こ
と
が
内
閣
の
問
題
に
な
つ
た
。
私
は
こ
の
危
急
の
際
に
母
囲
を
栞
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
答
へ
た
。
皆
然
こ
の
結
果
と
し
て
職
業
も
，
財
産
も
な
く
な
る
に
至
る
べ
き
で
あ
つ
た
が
、
私
は
更
に
隠
曙
し
な
か
つ
た
。
何
人
も
私
に
感
謝
し
な
か
つ
た
が
．
私
も
そ
れ
ル
期
待
し
な
か
つ
た
。
事
件
が
段
力
進
ん
で
行
つ
た
。
ロ
ー
マ
に
於
け
る
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
公
使
は
全
然
無
能
で
、
輿
論
を
動
か
す
何
事
を
も
用
さ
な
か
つ
た
。
之
は
フ
ラ
ン
ト
公
使
バ
ッ
ー
ル
が
最
警
く
Ｔ
解
し
て
る
た
鮒
で
あ
つ
た
。
ド
イ
ッ
の
資
金
で
廷
て
ら
れ
た
新
聞
ラ
０
ど
ツ
ト
リ
ヤ
は
編
い
が
非
常
に
ま
づ
い
の
で
、
何
人
も
喬
む
こ
と
を
徴
し
な
か
つ
た
。
私
す
ら
も
さ
し
た
る
仕
事
は
出
衆
な
い
。
護
者
カ
ル
ル
上
リ
ツ
ス
・
ベ
ロ
ッ
ホ
（
高
田
奉
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
三
一！叡
カ
ル
ル
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ボ
ロ
ツ
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木
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
四
の
多
い
新
間
に
ド
イ
ツ
に
友
情
あ
る
事
項
を
か
ヽ
ぐ
る
こ
と
が
出
宋
す
，
ま
た
外
の
こ
と
を
詳
く
の
は
間
的
は
づ
力
で
あ
る
。
私
が
ギ
オ
ル
ナ
ー
ル
ｏ
デ
タ
リ
ヤ
に
書
い
た
事
項
の
一
つ
が
営
時
ド
イ
ッ
新
聞
に
も
幕
載
さ
れ
た
。
私
は
宣
戦
後
の
動
耗
し
た
Ｈ
え
摯
校
の
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
は
、
大
撃
で
謂
か
に
書
物
を
讃
み
つ
Ｆ
け
た
。
力
の
学
生
は
私
に
同
着
し
て
居
り
、
何
人
も
私
を
防
零
す
る
如
き
こ
と
を
し
な
か
つ
た
，
私
は
其
後
大
臣
の
許
に
往
つ
て
、
私
は
ど
う
す
れ
ば
い
ヽ
の
〃
を
尋
ね
た
。
大
臣
の
答
は
、
郡
か
に
汝
の
試
験
を
審
行
し
て
、
主
後
ビ
レ
ギ
ア
ト
ラ
に
行
け
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
私
は
な
ほ
十
月
第
二
摯
期
の
こ
と
を
心
配
し
て
居
り
，
再
び
討
議
を
初
め
ん
と
し
た
時
に
、
私
の
講
義
が
中
止
さ
れ
た
。
然
し
私
の
俸
給
は
つ
ゞ
い
て
支
鋭
は
れ
た
。
私
が
獨
身
で
あ
つ
た
な
ら
ば
ド
イ
ツ
に
行
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
こ
で
は
私
の
妻
は
生
活
し
得
ら
れ
な
い
。
私
は
彼
女
を
好
避
し
て
異
れ
る
様
な
親
成
を
有
し
な
い
。
私
の
俸
ば
は
い
づ
れ
は
停
止
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
私
の
自
分
の
財
産
一で
暫
ら
く
は
十
分
で
あ
る
と
思
ふ
。
私
が
指
核
で
あ
つ
た
な
ら
ば
営
然
兵
役
に
微
登
さ
れ
べ
章
で
あ
つ
た
が
、
か
の
時
代
兵
役
に
取
法
ャれ
な
か
つ
た
の
で
そ
れ
に
は
成
り
得
な
い
。
か
く
私
は
そ
の
ま
ヽ
自
分
の
位
置
に
師
つ
た
。
コ
ー
マ
で
は
私
を
よ
く
知
つ
て
く
れ
た
多
数
の
人
が
あ
り
、
夏
に
不
快
は
な
か
つ
た
彼
等
が
一
度
私
の
開
戸
に
「
テ
デ
ス
キ
ー
（
イ
タ
ソ
ヤ
語
に
て
軽
蔑
的
に
用
ふ
る
ド
イ
ツ
人
の
義
）
に
死
」
と
き
い
て
あ
つ
た
が
之
は
全
く
の
い
た
づ
ら
で
あ
つ
た
。
身
数
年
間
の
家
に
居
つ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
待
家
人
の
み
は
除
外
例
で
あ
る
。
我
等
は
こ
の
時
ま
で
は
親
し
か
つ
た
が
、
今
Ａ
土
早
我
等
を
ど
う
で
も
よ
く
な
り
、
奉
公
口
を
求
め
、
何
等
効
果
な
き
に
拘
ら
す
，
干
人
に
対
し
■
隣
人
わ
煽
動
な
ど
し
た
が
，
隣
地
に
居
つ
た
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
度
々
之
ぞ
や
つ
た
。
官
交
は
非
常
に
謡
援
で
あ
り
、
そ
れ
で
私
は
毎
辺
警
察
に
報
告
オ
る
義
務
を
発
れ
て
、
今
迄
の
通
り
に
生
活
す
る
を
得
た
。
私
の
友
人
は
登
針
さ
れ
る
恐
怖
か
ら
し
て
、
非
常
に
稀
に
私
を
訪
問
し
て
く
れ
た
。
而
し
て
譲
合
に
於
て
泄
含
其
の
議
員
嗅
張
卓
壕
提
理
峰
【
■
■
Ｗ
｝
培
↓
！】
、
■
一
↓■
一↓
■
↓
す
。「
一一「■
よ
革
≡
≡
■
ギ
■
■
■
一■
■
↓
培
，
一
堤
■
，
な
る
テ
ｏ
フ
エ
リ
セ
６
デ
ゥ
フ
リ
ダ
は
カ
タ
ナ
の
市
長
を
し
て
る
た
時
に
■
希
政
に
よ
つ
て
名
聾
を
作
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
紀
元
一
九
七
年
二
月
九
日
に
私
に
封
し
て
人
の
如
さ
演
☆
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
に
も
な
ら
す
．
誰
も
買
面
ヨ
に
貨
取
ら
な
か
つ
た
。
然
し
私
は
ド
イ
ツ
か
り
完
全
に
隔
離
さ
れ
た
。
手
紙
も
、
新
聞
も
、
書
物
も
末
な
く
な
つ
た
。
私
は
郵
便
で
ベ
ル
ネ
ｏ
ル
ブ
ン
ト
を
豫
約
し
た
が
、
そ
の
各
数
が
非
常
に
不
規
則
に
途
ら
れ
た
。
イ
タ
リ
ャ
、
フ
ラ
ン
ノ、
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
で
は
ド
イ
ツ
の
報
告
は
沈
紺
し
、
殊
に
戦
利
品
の
数
が
曖
味
に
さ
れ
た
。
私
は
之
を
令
ば
イ
ス
パ
エ
ヤ
の
新
開
か
ら
知
る
を
得
た
。
主
撃
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
は
リ
ピ
ウ
ス
の
報
告
の
批
制
に
磨
用
し
た
姉
き
方
法
を
液
の
報
告
に
靴
制
に
川
ひ
て
、
事
件
の
姿
を
作
つ
た
が
、
其
後
之
が
雌
賀
な
り
し
こ
と
を
知
つ
た
。
か
く
し
て
こ
の
方
法
は
正
首
で
あ
る
。
か
く
し
て
私
に
は
只
科
學
的
研
究
の
み
が
残
さ
れ
た
。
私
は
徒
末
の
岬
く
に
公
立
の
国
苦
鎌
及
び
博
物
館
に
入
つ
た
が
最
重
要
な
幽
書
節
、
郎
ち
ド
イ
ツ
考
古
撃
含
の
圃
苦
笛
は
営
然
劇
鎖
し
た
。
私
は
こ
の
時
旅
行
せ
す
し
て
な
し
得
ら
れ
る
限
り
、
私
の
人
口
災
の
材
料
の
研
究
ル
び
私
の
生
き
■
居
る
間
は
篤
さ
ね
ば
な
ら
な
い
古
代
ギ
リ
ン
ヤ
犯
の
大
作
に
用
ひ
た
。
私
は
果
し
■
こ
れ
が
い
つ
ま
で
可
能
な
る
べ
き
や
は
制
ら
な
か
つ
た
。
私
は
こ
の
年
は
全
然
不
稽
な
る
を
得
た
が
、
之
は
大
部
分
は
文
部
大
臣
ル
ツ
ニ
ヒ
に
感
謝
ゼ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
私
は
賀
際
は
常
に
明
日
は
爽
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
不
確
置
の
中
に
生
活
を
し
た
。
初
め
は
之
が
刺
哉
的
で
あ
つ
た
が
、
や
が
て
之
に
剛
れ
た
。
而
し
て
私
は
あ
れ
ほ
ど
に
非
常
に
無
能
な
皇
市
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
畳
際
確
貿
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
れ
局
の
勝
一利
を
疑
は
な
か
つ
た
。
然
る
に
復
活
祭
前
の
金
昭
日
（
カ
ー
ル
フ
ラ
イ
ト
カ
ツ
ハ
）
が
木
た
時
に
状
勢
が
一
愛
し
た
。
イ
タ
リ
ヤ
に
絆
普
し
て
店
る
ド
イ
ツ
人
が
幽
閉
さ
れ
．
下
イ
ツ
人
の
財
産
は
監
督
官
の
手
に
置
か
れ
た
。
大
撃
榊
長
ト
ネ
リ
は
科
撃
的
に
は
零
で
あ
一
つ
た
が
、
共
済
組
合
カ
ル
ル
・
ユ
ノ
ラ
ス
・
ベ
ロ
ツ
ホ
（
高
阿
恭
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
五
ギ
〓
■
卓
Ｌ
長
遭
カ
ル
ル
・
ユ
ソ
レ
ス
・
ベ
ロ
ツ
ホ
（
高
田
春
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一上
二
六
員
で
、
営
時
イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
極
端
■
戦
員
の
詞
を
借
る
れ
ば
、
狂
暴
（
イ
ド
ロ
フ
オ
ボ
〕
で
あ
つ
た
が
、
彼
が
イ‐ｆ
年
か
ヽ
る
稚
利
を
有
せ
ざ
る
に
拘
ら
す
、
勝
手
に
私
の
俸
ば
を
停
止
し
た
。
後
に
私
を
ヘ
ル
レ
ル
及
び
ペ
ン
ニ
ツ
ヒ
で
支
抑
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
■
聞
い
か
に
し
て
家
族
を
養
ふ
べ
き
か
に
宙
惑
し
た
。
其
後
私
は
的
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
正
し
く
復
一活
日
で
あ
つ
た
が
、
コ
セ
ン
デ
、
ベ
ネ
ベ
ン
ト
ル
び
ア
キ
ラ
の
中
何
れ
を
選
ぶ
べ
か
私
か
要
求
さ
れ
た
。
と
は
私
に
は
非
常
に
不
快
で
あ
つ
た
の
で
抗
議
を
し
、
少
く
と
も
大
撃
市
ケ
滑
在
地
た
ら
し
む
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
か
く
て
私
は
ン
ー
ナ
に
透
ら
れ
た
。
営
時
、
私
は
オ
ピ
ツ
ト
の
ト
リ
ス
チ
ャ
や
、
エ
ク
ス
ｏ
パ
・
卜
を
十
分
に
摯
ん
だ
。
殊
に
私
は
私
の
歓
す
る
如
く
に
生
活
す
る
を
得
た
。
然
し
私
は
今
自
由
で
は
な
か
つ
た
の
で
、
こ
の
市
は
私
に
は
爾
来
嫌
な
も
の
に
な
つ
た
）
然
し
こ
れ
は
軍
な
る
序
慕
で
あ
つ
た
。
私
は
ロ
ー
マ
を
去
る
と
共
に
私
の
大
學
教
授
の
職
が
免
ぜ
ら
れ
た
。
之
は
私
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
と
い
ふ
以
外
に
何
年
批
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
非
行
な
催
利
侵
事
で
あ
る
υ
之
を
認
め
る
角
に
特
別
な
法
律
的
効
力
を
有
す
る
勅
令
（
デ
ク
レ
ト
ｏ
レ
ツ
ゲ
）
が
後
布
さ
れ
た
が
、
之
は
全
く
私
の
み
に
適
川
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
現
に
ロ
ー
マ
の
考
古
學
の
教
授
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
ユ
ダ
ヤ
人
レ
ヴ
イ
ー
は
峨
宇
の
初
に
非
常
に
驚
い
て
遁
出
し
、
鳥
に
主
職
務
失
ひ
．
他
の
ド
イ
ツ
、
或
は
オ
ー
ス
ト
メ
ヤ
教
授
は
最
早
イ
タ
リ
ヤ
に
は
居
ら
な
か
つ
た
。
拷
然
か
ヽ
る
場
合
の
常
と
し
て
私
的
開
係
も
働
い
た
に
相
違
な
く
、
喜
ん
千
私
の
誰
演
に
列
し
た
人
も
可
な
り
あ
つ
た
角
で
あ
ら
う
。
勿
諭
私
に
今
金
を
興
へ
す
に
す
て
苦
一く
筈
で
あ
つ
た
。
之
を
私
か
ら
奪
つ
た
府
で
更
に
批
難
を
受
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
は
私
の
家
　
私
の
書
庫
を
監
督
官
の
手
に
置
く
に
こ
つ
た
。
今
私
は
全
く
無
一
文
に
な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
然
し
こ
れ
ま
で
末
な
い
中
に
，
私
は
非
常
な
打
撃
に
遭
過
―
夕
た
。
私
の
妻
ほ
ロ
ー
マ
に
止
て
居
た
の
で
あ
″ム
・が
。
首
時
流
行
し
て
ゐ
i
一環
理
増
電
寝
堪
Ｌ
考
一育
．
】
嗅
一ｔ
支
毒
．
．■
一
…
！
‥
チ■
ギ
屯
ギ
屯
一【
峰
卓
一，【
一十一
一さＬ
「
ギ
一
一
や
牟
卓
京ヽ
卓
．≡ギ
ｔ
，屯
〓
増
培
１
，
４一増
申
〓
■
塩
ゼ
】
に
！増
退
ギ
■
嘔
増
ｔ
卓
ェ増
寝
卓
だ
≡≡
塔
ｆ
Ｅ
や
屯
一嘉
「
【
た
流
行
性
感
胃
に
か
ヽ
り
、
紀
元
一
九
一
八
年
四
月
二
日
に
私
に
別
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
初
に
悪
い
報
知
ル
得
る
と
、
電
報
で
掃
還
の
許
可
を
得
，
ま
た
少
く
と
も
最
後
の
週
間
も
彼
女
の
際
に
止
り
得
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
。
英
後
私
は
ま
た
追
放
地
に
掃
つ
た
が
，
今
私
に
は
高
事
ど
う
で
も
よ
く
な
つ
た
。
私
の
家
庭
は
永
久
に
寂
象
と
な
つ
た
。
而
し
て
主
後
秋
に
は
曾
て
行
は
れ
た
最
有
名
な
戦
の
後
の
最
も
見
に
く
い
校
碇
が
生
じ
た
。
然
し
私
の
幽
閉
な
今
も
麗
止
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
新
く
警
春
フ
ロ
レ
ン
ツ
に
移
住
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
私
は
彼
庭
に
多
数
の
掌
生
及
び
友
人
を
有
し
、
「ジ
ー
ナ
で
は
閲
家
に
危
険
な
る
―＞
の
と
し
て
内
閣
か
広
出
入
を
禁
ぜ
ら
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
よ
で
は
自
由
に
古
文
書
一生
呼
ｔ）於
て
研
究
す
る
こ
と
も
出
爽
た
。
そ
の
上
に
こ
の
市
は
私
の
昔
か
ら
す
き
な
技
術
的
費
物
を
非
常
に
豊
富
に
有
つ
て
居
つ
た
。
只
ま
だ
名
義
上
は
幽
閉
で
あ
つ
た
が
、
途
に
は
之
も
全
然
麗
止
さ
れ
た
。
私
の
最
初
の
考
は
首
然
ド
イ
ン
ヘ
編
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
然
し
今
冬
に
近
く
、
　
　
時
に
私
の
財
産
の
所
有
を
復
す
る
試
が
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
イ
タ
リ
ヤ
に
居
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。
私
の
年
金
は
月
五
百
十
七
リ
ー
ル
で
あ
る
の
で
、
私
と
私
の
娘
と
が
生
活
す
る
に
は
足
り
た
。
多
数
の
好
意
あ
る
上
院
及
び
下
院
の
議
員
等
―
―
其
人
に
は
最
有
名
な
人
々
が
あ
つ
た
―
―
の
勢
掟
で
、
私
の
家
の
壮
入
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
す
ら
其
内
に
居
住
し
、
其
書
物
を
利
用
す
る
を
得
る
に
至
つ
た
。
賃
際
は
書
物
の
入
れ
て
あ
つ
た
二
つ
の
生
だ
け
が
自
由
で
あ
り
、
他
は
総
て
借
つ
け
ら
れ
て
あ
つ
た
が
、
私
は
そ
こ
に
入
つ
た
。
今
は
少
く
と
も
更
に
研
究
し
。
ま
た
自
分
の
食
章
で
食
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
二
年
後
有
名
な
上
院
．
下
院
の
議
員
及
び
文
部
大
臣
ア
ニ
ッ
の
助
力
に
よ
り
て
、
完
全
に
返
還
を
得
た
。
今
私
の
コ
ー
マ
に
於
け
る
大
學
教
授
を
復
す
る
こ
と
が
あ
要
で
あ
つ
た
。
之
は
勿
論
其
間
に
他
人
に
占
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
教
授
カ
ル
ル
・
ユ
ブ
ウ
ス
・
ベ
ロ
ッ
ホ
　
舎
同
日
本
彦
）
五
二
七
十
志
筆
姦
鉢
整
々
毒
担
一
要
増
下
車
韻
五
二
八
カ
ル
ル
圭
リ
ゥ
ス
・
ベ
ロ
ツ
本
（
高
田
泰
彦
）
含
は
一
致
し
て
ギ
リ
シ
ヤ
堤
の
新
し
い
教
授
務
置
く
こ
と
に
決
し
た
が
、
之
は
私
に
波
さ
る
べ
き
宮
で
あ
つ
た
。
無
し
新
大
騨
令
に
よ
つ
て
正
教
授
の
任
命
は
紀
元
一
九
二
凶
十
三
二
年
の
間
に
行
は
る
べ
き
規
定
で
あ
つ
た
の
で
、
主
間
教
授
含
の
提
義
に
よ
り
時
の
文
部
大
〓
ジ
エ
ン
チ
レ
か
ら
紀
元
一
九
二
三
―
二
四
年
の
教
授
が
蟻
託
さ
れ
、
紀
元
一
九
二
四
年
十
二
月
一
日
に
正
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
一私
が
こ
の
年
正
し
く
努
力
し
た
も
の
は
只
科
學
で
あ
つ
た
。
現
に
デ
モ
ク
リ
ツ
ト
は
「
教
育
は
成
功
す
る
も
の
に
は
飾
と
な
る
も
、
失
敗
す
る
も
の
に
は
近
口
上
と
な
る
」
と
い
ふ
て
ゐ
る
。
私
は
時
を
曇
す
馬
に
、
シ
ー
ナ
で
ァ
テ
ネ
の
財
政
を
書
ヤ
た
。
ベ
ツ
ク
の
財
政
學
は
彼
の
時
代
に
は
賢
に
賞
讃
す
べ
き
事
業
で
あ
つ
た
が
、　
一
世
紀
後
の
今
は
大
部
分
古
く
な
つ
た
の
で
、
之
を
書
く
こ
と
は
私
の
長
い
間
の
目
的
で
あ
つ
た
。
私
は
多
分
こ
の
書
を
完
成
し
得
ま
い
が
、
少
く
と
も
私
の
生
活
の
最
困
難
な
時
代
を
想
越
さ
せ
る
こ
の
原
稿
務
９
重
さ
せ
る
を
得
な
い
。
其
後
コ
ー
マ
に
於
て
再
び
キ
リ
ン
ヤ
史
の
新
版
の
事
業
に
か
、
つ
た
が
、
第
二
を
（
も
と
の
第
二
を
）
の
各
部
が
紀
元
一
九
二
二
年
と
同
一
九
二
三
年
に
現
れ
、
第
四
各
（
も
と
の
第
三
各
）
が
今
印
刷
中
で
あ
る
。
（
掌
請
云
，
第
四
を
の
第
一
部
は
紀
元
一
九
二
五
年
に
出
て
、
第
二
部
は
紀
元
一
九
二
七
年
に
公
に
さ
れ
た
》
私
が
大
戦
時
代
に
初
め
た
・宙
代
ロ
ー
マ
災
の
研
究
が
、
其
間
に
偶
然
一
書
と
な
つ
た
が
、
其
原
稿
は
今
は
完
了
し
た
か
ら
、
多
分
木
年
（
紀
元
一
九
二
五
年
）
に
は
公
に
せ
ら
れ
た
と
思
ふ
。
（
筆
者
云
．
之
は
紀
元
一
九
二
六
年
に
出
版
さ
れ
た
）
今
私
は
私
の
生
活
を
回
顧
し
て
見
る
と
、
査
に
不
跡
の
戦
闘
で
あ
り
、
総
て
の
種
類
の
偏
見
に
当
し
、
言
語
撃
的
荻
量
友
び
魯
鈍
な
る
出
典
信
仰
に
勢
し
て
戦
つ
た
。
私
は
賀
に
「
ゼ
ウ
ス
が
親
及
び
苦
戦
を
す
べ
き
老
年
に
奥
へ
ら
れ
し
如
さ
」
も
の
に
属
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
之
は
神
で
す
ら
も
無
盆
に
戦
ふ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
際
私
は
只
自
己
の
力
に
頼
つ
た
。
私
ガ
イ
タ
リ
ャ
に
末
た
時
に
は
私
は
彼
虎
に
只
一
人
も
知
つ
た
も
の
は
な
か
つ
た
。
が
は
自
分
で
印
分
の
位
置
を
作
っ
た
。
而
し
て
私
は
私
の
仕
事
が
暮
ら
向
け
ら
れ
て
あ
る
範
目
に
っ
い
て
は
全
く
師
を
有
し
な
い
。
之
が
私
の
経
歴
の
初
に
私
を
失
錯
に
至
ら
し
め
た
も
の
で
、
か
ヽ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
な
ら
私
は
外
的
に
は
も
つ
と
多
く
を
用
し
得
た
に
神
違
な
い
。
賓
に
私
が
ド
イ
ツ
の
故
郷
を
離
れ
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
最
不
幸
で
あ
つ
た
。
不
在
若
は
常
に
不
正
考
あ
る
。
か
く
て
私
に
は
男
子
に
取
つ
て
最
高
な
る
も
の
、
政
治
生
活
へ
の
開
興
が
距
ま
れ
た
。
幸
に
私
は
ア
ル
プ
の
彼
方
に
非
常
に
多
数
の
員
管
な
友
人
を
得
た
が
．
曾
て
私
の
若
か
つ
た
時
の
納
て
は
私
を
去
り
、
私
の
家
は
便
り
な
く
立
つ
て
あ
る
。
「
私
は
人
生
の
難
破
拙
わ
漕
い
で
あ
る
。
然
か
も
術
低
挙
て
は
し
な
や
か
な
四
度
に
あ
つ
た
力
を
行
つ
て
あ
る
」
而
し
て
私
の
日
常
の
仕
事
は
ま
だ
十
分
で
な
く
、
私
は
再
び
録
へ
ら
ぬ
囲
へ
行
く
前
に
、
完
成
し
た
い
と
思
鼻
も
の
が
ま
だ
澤
出
あ
る
。
第
一
に
私
の
欧
洲
人
口
災
に
開
す
る
作
、
ギ
リ
シ
ャ
堤
も
ハ
ン
ニ
バ
ル
か
ら
ス
ル
ラ
に
至
る
時
代
の
歴
史
が
、
未
だ
押
底
書
か
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
絡
巷
を
快
い
で
居
る
。
モ
ム
ゼ
ン
の
や
つ
た
も
の
は
漫
室
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
私
が
之
を
用
し
得
な
い
う
ち
に
運
命
の
女
和
ア
ト
す
ポ
ス
は
多
分
私
の
生
命
の
糸
を
切
つ
て
終
ふ
だ
ら
う
。
殊
に
私
は
ド
イ
ツ
が
再
び
古
代
の
盛
観
に
齢
る
ま
で
は
百
を
閉
ぢ
た
く
な
い
。
然
し
若
し
之
が
私
に
許
さ
れ
な
い
な
ら
ば
じ
私
と
共
に
必
ら
す
私
の
民
族
は
戦
を
生
ぜ
し
め
た
抑
は
奴
隷
を
生
ぜ
し
む
る
を
欲
し
な
か
つ
た
こ
と
を
思
ひ
猥
す
に
和
逮
な
い
と
確
信
し
て
あ
る
。
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